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牧草と園芸　第５１巻第４号（２００３年）

１　はじめに

　九州地域では全国の肉牛の約３０％が飼養されてお

り，牛肉の輸入自由化以降，厳しい環境条件の中

で，肉牛生産費の約５０％を占める素畜費を大幅に低

減させる技術および農業従事者の高齢化に対応した

省力的肉用子牛生産技術の開発が急がれている。一

方，九州地域には約３万ｈａの耕作放棄地があり，特

に，近年増加傾向を示しており，その有効利用が重

要な課題となっている。このようななか，従来，放

牧慣行のなかった九州の低標高地域において，肉用

子牛の低コスト・省力生産を目指して，条件の悪い

転作田や樹園および桑園跡地等において暖地型牧草

を利用した肉用繁殖牛の放牧を実施しようとする気

運が高まっている。よって，九州沖縄地域における

主要な暖地型牧草について，それの放牧利用の現状

と課題について述べてみたい。

２　九州沖縄地域における暖地型牧草の　
放牧利用の現状

１）　バヒアグラス

　バヒアグラスは耐寒性，耐干性に優れており，九
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　図１　体重および牧草中粗蛋白質含量の推移�
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写真１　肉用繁殖牛とバヒアグラス放牧草地

表１　血液性状１）と子牛生時体重
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州では長崎県を中心に一部，熊本，大分，宮崎，鹿

児島で利用されている。採食性は夏期に草質が低下

し，一般に劣ると言われているが，図１に当研究セ

ンターで実施した黒毛和種妊娠牛のバヒアグラス放

牧の成績を示してある。バヒアグラスは７月以降は

粗蛋白質含量が１０％以下の低い値で推移するが，バ

ヒアグラス放牧の黒毛和種妊娠牛はイタリアンライ

グラス乾草で標準飼養された対照区とほぼ同等の体

重増加を示し，また，表１に示すように放牧期間中

の血液性状，子牛生時体重も問題なく，バヒアグラ

スの栄養価は，肉用種妊娠牛には問題がないと思わ

れる。乾物生産量は８００～９００�で，ヘクタール当た

り肉用繁殖牛４頭の放牧が可能である。また，バヒ

アグラスは後で述べる他のシバ型草種に比べ短期間

で草地化が可能である。

２）　ノシバ

　ノシバは耐寒性があり，非常に強健で踏圧にも強

く，九州沖縄地域においては，昔から肉用繁殖牛の

放牧利用が行われている。造成には長期間要する

が，一旦，造成されるとその後はほとんど無施肥で

維持管理できる。図２に当研究センターで造成３年

目から９年間，無施肥で放牧利用した成績を示して

ある。無施肥でも４５０～６００�の乾物生産量が安定的

に得られており，利用率も７０％前後の高い値で推移

しており，また，成分値も表２に示すようにバヒア

グラスとほぼ同様の値であり，ヘクタール当たり肉

用繁殖牛２～３頭の放牧が可能である。

３）　センチピードグラス，カーペットグラス

　近年，九州地域においてシバ型草種として，ノシ

バと異なるキビ亜科のセンチピードグラス，カー

ペットグラスの利用が熊本県を中心に増加してい

る。センチピードグラス，カーペットグラスはノシ

バほどの耐寒性はないが，消化性はノシバより優

り，嗜好性が良好である。カーペットグラスは干ば

２

写真２　シバ放牧による肉用子牛生産

　図２　シバ草地の乾物生産量の年次推移�
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表２　シバの月別成分値（％ＤＭ）
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つに弱いが，日陰でもよく生育する。乾物生産量は

造成２年目の草地でセンチピードグラスは４００～４５０

�，カーペットグラスは３５０～４００�である。九州地

域における播種適期は５月で，播種量

は雑草の多寡により２～５�／１０ａ

が適量である。これらの草種の造成

管理で問題になるのが雑草対策であ

る。特に，播種後，入牧までの期間は

牧草の生育が雑草に抑圧されないよ

うに頻繁に（約１０日間隔）掃除刈りを

行う必要がある。この雑草防除には

多くの労力を要すので，熊本県では山

羊を用いた省力的防除法を検討して

おり，有望な成績が出ている所であ

る。

４）　スターグラス，トランスバーラ

 （パンゴラグラス）

　スターグラス，トランスバーラは九州本土では越

　図３　各草種のＣＰ（粗蛋白質）およびＴＤＮ（可消化養分総量）含有率の推移�
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写真３　肉用繁殖牛のジャイアントスターグラス放牧 写真４　トランスバーラ草地の冬期放牧試験（１２月）

表３　トランスバーラの成分組成（ＤＭ中）
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冬できず，亜熱帯地域の沖縄において利用されてい

る草種である。スターグラスは耐干性，耐塩性に非

常に優れ，また，踏圧にも強く，沖縄特有の島尻

マージン土壌に適しており，沖縄県の肉用子牛生産

地帯である八重山地方の主要な放牧草種である。ス

ターグラスは茎部の粗剛化が早く，栄養価が低下

し，嗜好性が落ちるので，放牧利用する場合その点

を注意する必要がある。低温期の生育は緩慢である

が，乾物生産量は１．５～２．０ｔ／１０ａある。

　トランスバーラは耐干性，耐塩性はスターグラス

よりも劣るが，茎が細く，消化性，嗜好性に優れて

おり，表３に示すように短草利用した場合，夏期に

おいても粗蛋白質含量１０％以上の良好な草質を示

す。また，低温期の生育はスターグラスよりも良好

で乾物生産量は２．０～２．５ｔ／１０ａである。

　スターグラス，トランスバーラともに種子は不稔

で栄養茎繁殖であるので，造成は栄養茎の移植によ

り行うため，土壌水分の状態により移植に失敗する

ことがあるので，十分注意する必要がある。

５）　ギニアグラス，ネピアグラス

　ギニアグラスは九州地域では一般に採草利用され

ており，放牧利用は行われていないが，当研究セン

ターで実施した放牧用の夏期高栄養草種の選抜試験

の結果，表４，図３に示すように，ギニアグラス，

中でもトラクター踏圧耐性を目的に育成された品種

であるナツコマキが良い成績を示したので，現在，

それを用いた放牧試験を実施しており，７月～１０月

の期間，黒毛和種育成牛はＤＧ約０．９�と良好な発

育を示しており，夏期の高栄養草種として有望であ

ると思われる。

　ネピアグラスは生産量（２．５～３．５ｔ・ＤＭ／１０ａ）

が牧草の中で最も多い草種で，沖縄県および宮崎県

の一部において採草利用されており，放牧利用は行

われていないが，ネピアグラスの矮性種を用いた放

牧試験が宮崎大学において実施中である。

３　今後の課題

　暖地型牧草を放牧利用する場合，問題になるのは

草地造成に長期間要し，その間の管理に多くの労力

を要することである。よって，造成期間の短期化と

省力的管理法の開発が必要である。次に，放牧のメ

リットを最大限生かすために，造成できた暖地型牧

草地において，夏期の利用のみでなく周年利用でき

るための寒地型牧草の簡易オーバーシーディング法

の開発が必要である。また，放牧用の暖地型牧草は

一般に栄養価が低いので，授乳牛や育成牛のように

栄養要求量の高い牛のための夏期高牧養力草地利用

技術の開発が必要である。

表４　放牧下における各草種の年間生産量，被食量，延放牧頭数および平均茎数密度

茎数密度
本／�

延放牧頭数
頭・日／ｈａ

被食量
ｇＤＭ／�

（�ＤＭ／頭・日）

生産量
ｇＤＭ／�

供試草種（品種）

１，５０９

　８４１

　６９０

　６００

１，１４０

１，２００

　９６０

　８４０

９５９（８．４）

８２３（６．９）

６３９（６．７）

５２０（６．２）

９７９

８８８

６５１

５３０

ギニアグラス（ナツコマキ）

ローズグラス（カリーデ）

カラードギニアグラス（タミドリ）

栽培ヒエ（ホワイトパニック）
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写真５　ギニアグラス（ナツコマキ）の放牧試験


